
暑

い

盛

り

の

七

月

末

に

は

当

社

の

夏

祭

が

行

わ

れ

ま

す

。

本

年

も

例

年

通

り

宵

宮

に

は

献

湯

神

事

、

本

宮

に

は

夏

季

大

祭

を

斎

行

し

ま

す

。

神

楽

奉

納

は

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

承

り

、

巫

女

神

楽

を

間

近

に

お

受

け

頂

け

ま

す

。

地

車

巡

行

な

ど

神

賑

行

事

に

つ

い

て

詳

し

く

は

後

日

境

内

掲

示

に

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

夏

休

み

に

入

っ

た

子

供

た

ち

が

多

く

訪

れ

て

、

た

く

さ

ん

の

夜

店

が

賑

わ

う

当

社

の

夏

祭

に

皆

様

で

ぜ

ひ

ご

参

拝

下

さ

い

。

昨

年

の

秋

祭

で

は

、

約

六

十

年

ぶ

り

に

神

輿

お

渡

り

が

復

活

し

、

盛

況

の

う

ち

に

無

事

巡

幸

い

た

し

ま

し

た

。

今

年

も

氏

子

崇

敬

者

様

よ

り

広

く

奉

仕

者

を

募

集

い

た

し

ま

す

。

貴

重

な

神

事

に

ぜ

ひ

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

奉

仕

者

に

は

お

揃

い

の

は

っ

ぴ

を

ご

用

意

し

ま

す

。

当

日

は

神

社

で

お

祓

い

の

後

、

境

内

を

出

発

。

旗

や

鉾

な

ど

威

儀

物

を

持

っ

た

白

丁

装

束

の

奉

仕

者

を

先

頭

に

大

宮

地

区

を

約

二

時

間

巡

幸

し

ま

す

。

台

車

に

乗

せ

た

神

輿

を

引

き

綱

でで

引

く

の

で

、

年

齢

男

女

問

わ

ず

ご

参

加

い

た

だ

け

ま

す

。

巡

幸

後

は

神

社

に

て

直

会

。

神

輿

巡

幸

は

、

大

宮

み

こ

し

会

子

ど

も

み

こ

し

巡

行

と

合

わ

せ

て

行

い

ま

す

。

詳

し

く

は

社

務

所

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
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平

成

二
十

八

年

夏

季

大

祭

七

月

二

十

五

日

月

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

二

十

六

日

火

曜

日

十

一

時

夏

季

大

祭

神

楽

奉

納

（

拝

殿

ご

昇

殿

）

午

後

三

時

～

九

時

夏

季

大

祭

の

巫

女

神

楽

奉

納

。

大

祭

は

氏

子

崇

敬

者

と

来

賓

が

多

数

ご

参

列

さ

れ

、

本

殿

に

て

斎

行

さ

れ

る

。

昨

年

の

大

宮

地

車

の

お

祓

い

夏

祭

神

饌

料

を
承
り
ま
す

神

饌

料

を

賜

り

ま

す

と

、

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

を

授

与

し

ま

す

。

奉

納

者

名

を

境

内

の

掲

示

板

に

掲

示

し

ま

す

。

詳

し

く

は

社

務

所

ま

で

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。

秋

祭

神

輿
お
渡
り
奉

仕

者
の
募

集

平

成

二

十

八

年

十

月

二

十

二

日

土

曜

日

午

後

二

時

三

十

分

集

合

（

予

定

）

昨年秋祭のお渡りでは30余名がご奉仕。

約60年ぶりの復活に大宮地区が賑わった。

六

月

三

十

日

の

夏

越

大

祓

。

茅

の

輪

の

由

来

を

ご

存

知

で

す

か

？

『

備

後

国

風

土

記

』

に

よ

る

と

、

北

海

の

武

塔

神

が

妻

問

い

の

旅

の

途

中

、

蘇

民

将

来

兄

弟

に

宿

を

求

め

ま

し

た

。

裕

福

な

弟

は

拒

否

し

ま

し

た

が

、

貧

し

い

兄

は

歓

待

し

ま

し

た

。

後

に

武

塔

神

が

お

礼

に

訪

れ

、

兄

将

来

に

子

孫

の

有

無

を

問

い

、

兄

が

「

娘

が

一

人

」

と

答

え

る

と

神

は

「

そ

の

娘

の

腰

に

茅

の

輪

を

付

け

よ

」

と

命

じ

ま

す

。

そ

の

夜

に

娘

以

外

の

一

族

は

死

ん

で

し

ま

い

ま

し

た

。

後

に

武

塔

神

は

自

ら

を

ス

サ

ノ

ヲ

神

と

名

乗

り

「

後

の

世

に

蘇

民

将

来

の

子

孫

と

名

乗

っ

て

茅

の

輪

を

腰

に

着

け

れ

ば

、

疫

病

か

ら

逃

れ

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

」

と

告

げ

ま

し

た

。

夏

越

大

祓

の

茅

の

輪

く

ぐ

り

神

事

や

茅

の

輪

守

は

こ

の

伝

承

に

由

来

す

る

も

の

で

す

。

神
道
豆
知
識

茅

の
輪

の
由
来
―
蘇
民
将
来

の
伝
説

境
内
だ
よ
り

心

に

残

る

日

本

の

名

言

「

言

葉

の

鏡

」

を

配

布

物

に

し

て

、

月

替

わ

り

で

社

頭

に

置

い

て

い

ま

す

。

裏

に

名

言

の

意

味

や

行

事

予

定

を

記

し

て

い

ま

す

。

ご

自

由

に

お

持

ち

く

だ

さ

い

。


